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従来岩手県の河川に開する水質調査はフ主として飲料水工業用水並び0こ灌漑用水としての観点

からフ断片的に極く少数の河川に対して行われていたにすぎない・

著者は1952年7月より1954年11月に至る期的こ，県下全般に亙って河川水の採取を行い，溶存化

学成分問の関係並びに地質学的環境と河川水質との園係を検討し，岩手県河川の化学部特性を考察

した・

採水および各河川の概況

県下各河川の概略図を第1図に示し，図上黒丸にて採水場所を示した・なお黒丸に符した番号は

第1回

第2表に掲げた河川番号である．採水に際しては，特に

降雨の影響をさける様に努めた．採水場所の選定には，

下水等の汚染成分の混入に充分注意を払い，成るべく河

川の中央部に於て表画下約20C1℃の点より採取する棟努

めた．叉支流の採水に際しては本流への合流点近くに於

て，合流点以後に於ける採水には合流後の混合という事

に充分考慮して採水した．次に各河川の概況を示すと第

1表に掲げる通りである・表に於ける流路延長並びに流

域面積は建設省北上川上流工事事務所，県土木部の最近

の資料に掠った・流域の重なる地質は十万分のー岩手県

地質区1）に準感したものである．夏に県下の地質区分を

第1図に示せる如く大別して2つ（第1表のA地域，B

地域）に分けてみた．即ちA地域は北上山地西線部より

秋田県境の奥羽背柴山賑一帯に広く分布して発達する新

築三乗地帯である・B地域は北上古生戸地帯であり，古

生戸を主体とし極く狭域の中生戸を拌い，此の両者は広

範囲な酸性深成岩類と，これより小黒模な中性基怪火成一

岩類に貰ぬかれている・

1）岩手腺地質図（縮尺十万分之一），岩手腰，（昭和29年4月〕・
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岩手県河川の化学的研究（後藤）  

第  
1  表  

】ミ  地  域  A  地  域  

流路延長流域両横 （k－Ⅵ）と（】く1n2）  河川名関野閻野  流域の主なる地質  流域の主なる地質  

1丹 藤 川  一方井川  

松  ／り  

雫 石 川  

羞 九 州  

瀬   川  

豊 浮 川  

和 賀 川   

際 毒筆 川  

鹿 瀬 川  

衣   川   

磐 井 川   

金 流 川  

馬 開Jり  
（煉 内）  

安 比 川   

白 鳥 州  

音盤層≫儲基性岩類  

古塵暦≫塵基性岩類  

古生暦＞塵基性岩類  

古生暦，盈基性岩類   

石炭岩地帯  

塵基性岩類＞石友岩地  

花崗岩＞塵基性岩類  

藤三紀風 塵基性岩簸．  
花崗岩  

墜基性岩覿＞古生暦  

石森岩地帯   

花崗岩地帯  

花崗岩地帯  

花崗岩地帯  

花崗岩地帯  

花崗岩地帯  

古座暦，塵基熔岩類，  
第三紀暦，中生暦  

古生暦  

古生暦  

古生暦  

古生暦＞盈基性岩三組  

石衣岩地帯   

石灰岩地苛  

解四紀要頒岩質岩  

蓼四紀安山岩質岩  

第三紀暦，弟四紀暦  

藻三紀U   

弟三紀暦  

第三紀暦  

第三紀暦  

第三紀暦  

弟三紀安山岩質岩  

第三紀暦  

歩三紀暦  

節三紀督  
第三紀暦，第四紀安山  

岩質岩＞盟基性岩・類，  
Ll．■′上せ  
単三紀督，鼻四紀暦  

簾三紀暦  
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185．2  
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ユ．615．7  
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カベ 人 首 川   

大田ノ代川  

砂 銭 川  

千 厩 明  

貰 滝 川  

川 尻 川   

和 姥 川  

有 家 川  

久 慈 川   

小 本．川  

閉 伊 州  

大 槌 川   

大 波Jり   

盛   川   

気 仙 川  

524．1  

ア31．0   

972．0   

111．5  

39．ア   

8ら、0   

8臥2   

2ろ．7  

］巨鯨上内項190・3  

測  定  方  法   

現地に於て水温 気温並びに東洋水素イオン濃度試験紙を使用してpモⅠを測定した．実験室に於  

てほ上澄液（滴濁せる試水に対してほざo．5Cの濠二紙を用いて濾過を行った■）に対して蒸発残珪  

（R占），窪酪 硬度，カルシウム，マグネシウム，塩素，硫酸塩，過マンガン解消費量，過剰塩基度  

（Ex．B）等を測定した．次に分・好漁について概略を述べる．   

蒸発残控（R6）：試水250ce～300ccを湯煎錦上で蒸発乾潤し，1100Cで2時間以上乾燥して  

秤量した．   

珪酸（SiO2）2）：試水50ec を採り，10％のモリブデン酸アンモン水溶液1ccと2満のH望SO4  

（1：1）を加え，10分後にピクリン酸の厩準色液と比色した．  

2）三宅泰雄；“7k質分析”，小山琶店（昭利24年〕．  

－・ 25－－一一   
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硬度3）： 試水に緩衝液を加え，次にェリオクロームB．T．を指示薬としてエチレンヂアミン  

テトラ酷酸塩溶液で満足した．   

カルシウムヨ） ；修酸墟として沈澱せしめ，蔑過後沈澱を∬℡SO4に溶し，過マンガン酸カリウ  

ム液にて満足した．   

マグネシウム：硬度及びカルシウムの測定値より計算して求めた．  
塩素2）： 試水100ecをとり，クロム酸カリウムの10％水溶液を指示薬として硝酸銀の液で  
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岩手県河川の化学的研究（後藤）  

前足した．   

硫酸塩（SO。）：重圭介新港2），比濁分析浜4）並びにエチレンジアミンテトラ酷酸塩石）により定量  

した．   

過マンガン酸滑費量2）：試水100ccに過マンガン餞カリウム液の一定量を加えて熱し，還元し  

た後，修酸を加え，過マンガン酸カリウム液で逆満足した．   

過剰塩基度（Ex・B）6）：B・C・‡J・を指示薬としてざ／100塩酸で満足した．  

表  
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実験結果及びその考察   

実験結果を第2表に掲げる．河川の化学成分は季節的に変動し7）－11），そして溶存化学成分含量と  

河川の水位（流量）との間にほ署損な関係IC）13）が認められ，特に融雪期に増水現象が見られる東北  

河川に於てほ此の時期に諸成分含量に大きな変動1こ）14）が現われている．従って各河川の化学成分の  

厳密な比較検討ほ，少なくとも月毎に何回か採水して得られた年卒均値に依って行う事が賓当であ  

る・又河川の化学統括性ほ流域の地質学的琵境16），気象的環境並びに流域軒鼠長さ，地形，鞄被  

状態等の諸要素によって決定され，叉他面温泉水の混ん鉱床の影響，農業感動，鉱工業廃水都  

市部落の下水等の如き人為的影響を直接蒙むる訳である．従って県下河川の詳細な化学駅特徴並び  

に比較を行う為にほ，今後長期間に亙る系統的な研究の必要性が強調されるので，此処でほ概観的  

な考察に止める事とする．  

（蒸発鼓蹟）   

最大ほ本邦最大の埋蔵量を擁し，火口一宿動に基因する鉱隆として著明な松尾硫黄鉱日」の鉱水の影  

響を直接に受けて酸性毒水河川を呈する赤川㈱の 3亜mg／1（同試料水中の全蒸発残底397mg／1，  

金鉄19・11｝γg／1，溶有鉄7・25mg／1，酸度＊1．89m．eq．／1・），次いで上記赤川の混入の影響を受け  

て黄褐色に藤濁せる北上川（盛岡）（8）の193mg／1（同試料水中の全蒸発残痕二226mg／1，全鉄7・85  

mgル 溶存鉄0・35IOg几 酸度0・347m・eqノりであった．なお赤川は松尾鉱山に於いて石灰中和法  

と坑内鉱水地下水化とを併用して鉱水処理を行っているが，依戯著しく赤褐色に繭濁して居る現況  

である．最小ほ古生戸を基骨とし，塩基性岩の分布を見る中ぎ川（10）の36mg／1であった．次に各  

河川を第1表並びに第1区に示したA，B二地域に分類し，両地域の頻損度分布を調べて見た．第  

3表に各河川を河川番号にて表した分類表を示す．分ヲ割こ当ってほ，例えば雫石川水系の様に水系  

全体として6地点での測定値が得られている場合には，水系を代表せる河川として葛横剛Il（11），  

龍川（12），南川ぐ15）を選択した如く行った．叉同一地点に於て2ケ以上の測定値が得られている  

場合にほ牢均植を採用した．なお叉赤川（6），甲子川（63）＊＊の如く鉱水の影響を強く受けた河川ほ  

除外して考えた．両地域の頻担度分布を示すと算4表の如くである．A地域に於ては70Ⅰ刀g／1以上  

第   3   去  のものが18の内12を占めているの  

に比べて，B鞄頓に於てほ22の内  

7を数えるに過ぎず，その内射享  

流域に石灰岩の分布の多き河川に  

依って占められている．概してA  

地域の方がB地域よりもR6の含  

量大なる河川が多い傾向が見られ  

更に敵地域より石灰岩の分布の多  

き河川を除外して考えて見ると，  

A地域に廃する河川   l   お地域に魔する河川  

計  18  計17 十（5）＝ 22  

（）：流域に石炭岩の分布の多き河〃ト  

7）吉野：日 化 71，71（1950）  
8）菅原：水温誌 yq．190（1950）  
9）午谷：日 化 72，64（1951）  
10）後藤：岩手大学孝義学部研究年報3（1951）；同4  
（1952）；同5（1953）；同6（1954），  

11）牛谷，岡林：日 化73．97（1952）．  
12）岩崎：日 化75，548（1954）  
13）山腹登，山巌流子，武藤，村H：水道誌No．  
23る（1954）  

14）小林：“和田駿内の主要河川についで’大原農業  
研究所（1950）  

15）牛谷：日 化 7l，52，3S9，434（1950）；72，  
644（1951）；74，3ら5，450，522（1958）  
＊ フェノール・フグレン芸二指示薬として，0．02yの  
水酸化ナトリウムの水う容液で滴定した．  
＊＊釜石銭鉄山に於ける拝辞選鍍虚理の療水の影響で  
ある．なおI変水に封して石炭中和法を行なってい  
る．  

ーーー30－   



岩手県河川の化学的研究（後藤）  

その傾向が一戸大となる棟である．この事実は次の如く説明される．即ちA地域は主として地質時  

代の新しい新第三系地帯であり，従って比較的にみて化学的に不安定な地質学的環境によって構成  

されていると考えられる．斯様な地質学的環境に由来すると共に，温泉水の混入の影響とか，硫黄，  

硫化鉄鉱等の如き鉱床の影響等をも受けて，R占 の含量が大となる傾向を示したものと考えられる．  

然るに鼠地域は地質時代の古い古生戸を主体とする地帯であり，従って水に溶解し易い石灰岩の分   

布の多い地帯を除いてほ，主として化学的に安定  

な地質学的環境によつて構成されていると考与ら  

れ，斯様な碓質学的環境を反映してR6含量が小  

となる傾向を示したものと考えられる．  

第  4  表  
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2  （珪 酸）  

5  

3＋（1）＝4  

2＋（2）＝4  

0十（2）＝ 2  

1  

0  

最大は赤川（6）の38．9mg／1，次いで白鳥川（46）  

の38・6mg／1，最小ほ常宿川（常宿温泉より上流）  

（13）の12・1mg／1であった．次に赤川（6），北上  

川（盛岡）（8），甲子川（63）の如き特殊な河川  

を除外して珪酸と蒸発残虐との関掛こついて見る  

と第2図に示す如く密接な正の相関関係が成立す  計  18  i17十（5）＝22  

（｝：流域に石衣岩の分布の多き河川  

2  圃   
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るものと考えられる．即ち玉㌻－SiOゴ間の相関係数ほ0．73であり，有意水準0・1％で有意と認められ  

る．僻最小巨東浜によって図上に直線を引いて見た．文彩原健氏は四国碓方の河川に於て同様蒸発  

残控と珪酸とのR捌こ正比例駅憫係がある事を認めて居る．次に珪酸に於ても同様A，B両地域に各  

河川を分類（第5表）し，両地域の頻出度分・布を調べて見ると第6表に示す如くである．  

5  表  第  6  表  

Si02 の 頻 出 慶  

SiO9mぎ／1lA地域  A地域に廃する河川 】 B地域に廃する河川  

3， 4，10，17、19，22，  

23，32，33，35，40．41，  

42，48，49，50，51，52，  

53，56，5臥 59，61，62，  

64，65．  

1， 2， 7，11，12．15，  

2こ），24，25，28，29，3（），  

3ろ，▲38，43，44，45，46．  

計   2ら  

これによるとA地域でほ20．Omg／1以上のものは18の内11で過半数を占めて居るのに比べて，B地  

域でほ26の内5となって居り，明らかにA地域の方が敵地域よりも珪酸の含量大な河川が多い傾向  

が見られた．此の事実ほ前記R6の処で述べた事柄により説明される．   

（碇 度）   

最大は赤川（6）の5．890次いで北上川（盛岡）（8）の4．680，最」、ほ中劉lI（10）の0・700であった．  

赤川（6），北上川（盛岡）（8）甲子川（63）を除外して硬度と蒸発残直との関係について見ると第  

2図に示す如く密接な正の相関関係が成立するものと考えられる．即ちR6一顧度闘の葡関係数は  

0．87であり，有意水準0．1％で有意と認められる．碕最小自乗洪によって図上に直線を引いて見た．   

（カルシウム並びにマグネシウム）   

カルシウムの最大ほ赤川（6）の31・査mg／l，次いで北上川（盛岡）（8）の24・6mg／1，流域に石灰岩の広  

範囲な分布をみる長内川（53）の鮒・1nlg／1，最小ほ和座川（49）並びに常宿川（常宿温泉より上流）の  

3．4mg／1であった．マグネシウムの最大ほ矢張り赤川（6）の6・5mg／1，次いで北上川（盛岡）（8）並  

びに夏油川（27〕の5．4mg／lであった．最小ほ島内jiI（53）並びに小国川（59）の0．9王ng／1であった．  

赤川（6），北上川（盛岡）（8），甲子川（63）を除外してカルシウムと蒸発後輩並びにマグネシウムと  

蒸発親密との関係について見ると第2図，第3区けこ示す如く密接な正の相関関係が成立するものと  

考えられる．即ちRトCa問の相関係数は0・77∴鋸一叫澗の相関係数も同じく0・77にして，共に有  

意水準0．1％で有意と認められる．文硬度とカルシウムとの関係は寮4囲に示す如く極めて密接な  

正の相関関係が成立し，相関係数は0・97にして極めて高度であった．なお図上に最小自乗港によつ  

て直線を引いて見た．次に十万分の－岩手県地質区に準接し，県7■の河川を流域に石灰岩並びに塩  

基性岩類の分布の多き河川と，夫等の分布の概して少き河川とに第7表に示す如く大きく分・類し，  

1ら）杉原：日 化 72，287（1951）  

…32一－－   
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第  3  固  
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夢  ア  表  

蝿性岩類の 
（Ⅰ）1  何 桁して少き河川（Ⅱ）  

1， 2， 3， 4， 7，10、11，12，  

15，17，20，23，24，28，29，34，  

35，38，41．43，44，45，46，51，  

58，59，62，  

19， 21， 22， 31， 40  

52， 53， 64， 65．  

計  9  】  計   27  
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Ca＋ユ†g／SiO2とSiOノR6との関係を検討して見  

たのが第5図である．第6図で分る如く，（工）に  

属する河川は（Ⅱ）に属する河川に比べて図の左  

上位に位置し，そして両者共SiOヨ／R6の値が大と  

なるにつれてCa＋Mg／SiO望の値が減少する傾向  

が見られ，特に（王）に属する河川に於て減少の  

度合が大となる傾向が見られた．   

（硫酸塩（SO4））   

最大ほ松尾鉱山の鉱水の影響に因って硫酸並び  

に硫酸カルシウムを多量に含有する赤川（（；）の  

187．Omg／1，次いで赤川の混入を見る北上川（盛岡）  

第  5  園  

（8）の91・7｝ng／1，温泉並びに硫化鉄銃床の影響を受ける夏油川（27）の釘．2一喝几．温泉並びに硫  

黄鉱床の影響を受けて酸性河川を呈する磐井川（38）の38．2mg／1の憤となっている．最小は閉伊  

川（絹代）（57）の0・2mg／1であった．赤川（6），北上川ぐ盛岡）（8）を除外して硫酸塩と蒸発残  

蛮との関係について見ると第3図に示す如く正の相関関係が成立するものと考えられる．即ち  

R6－SO4問の相関係数ほ0・75であり，有意水準0．1％で有意と認められる．なお最小自乗港によつ  

て図上に直線を引いて見た．次に硫酸塩の頻田度分布を検討する為に第1表，籍1図に示したA地  

域とB地域とに各河川を分類して調べて見た．それ等を第8熟 第9表に示す．第9表で分る如く  

明らかにA地域の方がB地域よりもSO4の含量大なる河川が多い傾向が見られた．此の事実は既に  

R6の処で述べた事柄によって説明される．殊にSO4の含量の大（誓0417．5mg／1以上）な河川＊林  

に就いて調べて見ると，いずれも新期火成活動に附随した硫黄及び硫化鉄鉱床の影響とか温泉水の  

影響の大な河川に見られた．  

第  8  去  女王  9  表  

SO4 の 救 出 皮  

A地域に屈する河川  F  お地域に尾する河りI  
SO4mぎ／lL A地域j B地域   

1，2，7，11，12．15．】 3，4，10，17，19，22，  

20，28，29，38，43，44  

45，46．  

23，34，40，41，51，52，  

53，58，59．  

計  14  計  15  

（塩 素）   

最大ほ温泉水の影響を受けた夏油川（27）の36．9堅几最小ほ古生戸地帯を流れる外山川（9）の  

1・61n唱／1であった．赤川（6），北上川（盛岡）（8），夏油川（27），甲子川（63）を除外して塩素と  

蒸発残感との関係について見ると第3図に示す如く正の相関関係が成立するものと考えられる．即  

ちn仁一Cl問の相関係数は0・69であり，有意水準0■1％で有意と認められる．なお最小自乗港によ  

って図上に直線を引いて見た．次に珪酸の処で行なった分類表（第5表）にもとずいて，A，B両  

＊＊＊ 例えば赤川（6），松川（7），菊枝臣り11〔11），  磐井川（38）竿の如き河ル  

鷺宿川（鷺宿温泉より下流）（14），夏油川（27）．  

－－3ヰ ーーーー   



岩手県河川の化学的研究（後藤）   

地域の頻出度分布を調べて見たのが第10表である．寮10  

表によると概してA地域の方が敵地域よりもClの含量  

の大な河川が多い低向が見られる様である．A地域の各  

所には温泉の分布が見られ，此の温泉の影響を受けた河  

川榊ほ明らかにClの含量が大となる慣向が見られ  

た．   

（過来塩基度（Ex・8）  

最大は白鳥川（46）の1・136m・e（iノ1，次いで島内川（53）  

の1．073m．eqノ1であった．Ex・BとCa＋1短S（〕。との  

箪 10  

Clの 頻 出  

Clm g／1r A地域「  

計  l   18  2ら  

関係を検討して第6図を得た．此の固から分る如く両者  

の附こほ密接な正の相関関係が成立するものと考えられる．即ち相関係数ほ0・74であり，有意水準  

0・1％で有意と認められる．なお図上に最小自乗港によって直線を引いて見た．   

（過マンガン酸消費量）   

過マンガン酸消費量は右横性の物質の他無機性の亜祀酸硫化物，第一鉄等の全量を示すもので，  

通常此の量が多い場合にほ水中に有吸物などが多く掛ナ込んだ汚れた水である事を意味する．一般  

に雨後増水時に大となり，叉季節的変動l）  

も二大な不安定成分と考えられる．最大ほ金  

流川（43）の9．36mg／1，最小ほ大槌川（62）  

の1・801iユg／1であった．蒸発残檀と過マン  

ガ｛酸消費量との門別こ覇開園係ほ黎められ  

なかった．   

以上の如く岩手県河川ほ，ほゞ南北に流  

れる北上川を墳として新第三系地帯を流れ  

る河川と北上古生戸地帯を流れる河川とに  

大別され，河川の水質も此の両者に於て明  

瞭な差異が示されている．換言すれば壬と  

第  6  固  

して岩手県河川の水質ほ，此の両者の地質学的毘境を強く反映して特徴付けられたものと考えられ  

る・そして更に岩手県7●の河川の水質を他の本邦河川の水質と比鼓する事に依り，一層その特色が  

明らかにされる訳であるが，此等の点ほ今後の訝究にまちたい．   

終りに地質の軒で御意見を酎、た工学部鉱山工学科高橋桂一即発生に厚く御礼申し上げます．  

温泉）（11）6．22mg／l，豊澤川（鉛，大洋，志戸平   

温泉）（25）5．99ほ－g／1，松川（稔川，藤七泣泉）   

5．91れ－g／1等の如き河川．－  

＊＊＊＊例えば夏油川（産油提泉）（37）3ろ．90m打L磐井   

川（須叫温泉）（38）ユ4．68mg／1（平均値），瀬川（花   

各 台控泉〕（24）6．9かng／l，驚清川（常宿提泉よ   

町下流）（14）6．70rrlg一／，1，果敢巨りり（綿温洗ノ上  

岬 35 －   




